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津波被害想定の取扱い 

 

 

 

１ アウトプット 

 ○ 津波浸水想定における７断層（F20,F24,F49,F52,F53,F54,日本海中部地震）それぞれ

の被害想定結果を公表する。 

 ○ 断層ごとに震度分布、液状化危険度分布及び被害数量一覧（人的被害、建物被害）を

整理する。 

   被害数量一覧は、地震による被害と津波による被害の内訳が分かるようにする。 

 

２ 京都府地震被害想定調査との関係 

   津波浸水想定における７断層（F20,F24,F49,F52,F53,F54,日本海中部地震）のうち、F53

（若狭湾内断層）、F54（郷村断層）については、京都府地震被害想定調査の 22 断層にも

含まれているが、併存させることとする。 

 

 【理由】 

  ・京都府地震被害想定調査（平成 20 年度）と前提となる社会情勢（人口、建築物）や被

害想定手法が異なることから、他の 20 断層と同列にすることはできないため。 

 

 


